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２
０
２
５
年
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は

『
文
化
の
つ
ど
い
』（落
語
会
）

も
は
や
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、東
京
支
部
の

文
化
の
つ
ど
い
恒
例
の
落
語
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
演
者

は
も
ち
ろ
ん
龍
谷
大
学
落
研
部
出
身
の
落
語
家
、桂
優
々

２
月
８
日（
土
）13
時
〜

築
地
本
願
寺・振
風
道
場
に
て

落
語
会
の
後
は
、新
会
員
歓
迎
会
。

皆
で
楽
し
く
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
。

「
雷
門
音
助
ら
く
ご
会
」に
参
加
し
ま
し
た

龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
東
京
支
部・神
奈
川
県
支
部
で
合
同
イ
ベ
ン
ト

残
暑
厳
し
い
９
月
14
日(

土)

、校
友
の
落
語
家
、雷
門
音
助
さ
ん
の

「
雷
門
音
助
ら
く
ご
会
50
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
」が
深
川
江
戸
資
料
館
の
小
劇

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
音
助
さ
ん
の「
ひ
と
り
寄
席
」は
平
成
28
年
に

始
ま
り
年
５
〜
６
回
の
開
催
で
今
回
50
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
す

べ
き
節
目
の
会
を
龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
東
京
支
部
・
神
奈
川
県
支
部
合
同
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
、約
30
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
は
満
席
で
し
た
。

前
座
の
桂
し
ゅ
う
治
さ
ん
の「
真
田
小
僧
」に
始
ま
り
、音
助
さ
ん
の「
目

黒
の
さ
ん
ま
」、そ
し
て
な
ん
と
今
回
は
特
別
に
客
演
と
し
て
春
風
亭
一

之
輔
さ
ん
が
お
越
し
下
さ
り「
夏
泥
」の
一
席
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
一
之
輔
さ
ん
と
音
助
さ
ん
の
対
談
も
あ
り
、ま
る
で
学
生
時
代
の
部
活

の
先
輩
後
輩
の
よ
う
な
や
り
取
り
に
大
い
に
笑
い
転
げ
ま
し
た
。
最
後

に
音
助
さ
ん
の「
宿
屋
の
仇
討
ち
」で
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

音
助
さ
ん
を
囲
ん
で
東
京
支
部
旗
、神
奈
川
県
支
部
旗
を
掲
げ
て
写

真
撮
影
も
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
塚
典
子　

１
９
８
２
年
文
卒
）
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江戸落語の雷門音助さん 上方落語の桂優々さん

龍谷大学校友会東京支部
『文化のつどい（落語会）・新会員歓迎会』申込み

●開催日　2025年2月8日(土)  受付開始 12:30
●会場　　築地本願寺 第一伝道会館「振風道場」
●お申し込みについて

第１部 築地寄席 □参加します □参加しません
 同伴者の有無 □あり（人数　　名）　　□なし

※第１部のみ参加の場合は参加費無料です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２部 新会員歓迎会 □参加します □参加しません
 同伴者の有無 □あり（人数　　名）　　□なし

※参加費 お一人3,000円（初参加者・2022年以降卒業生・
現役大学生は1,000円）、ご家族は2,000円(但し、大学生以下
のご家族は1,000円)当日ご持参下さい。

〒　　　　　　─

お名前

（　　　　　　     　      ）学部・大学院研究科 （　　　　　　  ）年卒業

ご住所

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）お電話

e-mail

同伴者のお名前

さ
ん（
２
０
０
９
文
卒
）と
雷
門
音
助
さ
ん

（
２
０
１
０
営
卒
）の
お
二
人
で
す
。
若

か
っ
た
お
二
人
で
す
が
、回
を
重
ね
る
ご

と
に
ベ
テ
ラ
ン
の
領
域
に
入
っ
て
き
て
お

り
、そ
の
語
り
口
、所
作
を
以
て
し
て
笑

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
お
二
人
の
演
技
で

す
。落

語
会
の
後
は
、新
会
員
さ
ん
の
歓
迎

会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
関
東
の
地
に
来
て
、気
兼
ね
し

な
い
仲
間
つ
く
り
に
は
ぴ
っ
た
り
の
会
で

す
。
卒
業
し
た
ば
か
り
の
人
か
ら
、大
先

輩
に
至
る
ま
で
、様
々
な
業
界
の
人
が
集

ま
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、メ
ー
ル
ま
た
は
添
付

の
は
が
き
で
、１
月
19
日
ま
で
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
本　

浩
一　

１
９
８
９
経
営
卒
）

2025年2月8日（土）は「文化のつどい（落語会）・新会員歓迎会」でお会いしましょう。

開 催 日 ： 2025年2月8日(土)　受付開始 12:30
 第１部 ： 文化のつどい（落語会） 13:00～13:50 出演：雷門 音助 ・ 桂 優々
 第２部 ： 新会員歓迎会　14:00～15:30
会　  場 ： 築地本願寺 第一伝道会館 振風道場
参 加 者 ： 龍谷大学校友　並びにご家族・知人など
参 加 費 ： 第１部  無料
 第２部  3,000円　初参加者・2022年以降卒業生・大学生以下1,000円
 　　 　 ご家族2,000円（大学生以下のご家族1,000円）
申込締め切り： 1月19日（日）までに投函・メールを。

「
文
化
の
つ
ど
い（
落
語
会
）・新
会
員
歓
迎
会
」の
お
申
込
み
は
メ
ー
ル・ハ
ガ
キ
で

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ryukoku.koyukai.tokyo.info@
gm
ail.com

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.ryukoku-tokyo.info/

●
Fecebookペ

ー
ジ

　
https://w

w
w
.facebook.com

/ruaatyo

Facebook

ホームページ

何回聞いて
も面白い。

何回聞いて
も面白い。

恒例がよい
。

毎年おもし
ろい話を

毎年おもし
ろい話を

ありがとう
ございま

す。
ありがとう

ございま
す。

校友と久しぶりに会える。
新たな出会いもよい。新たな出会いもよい。

OB・OGと
交流できて

、
OB・OGと

交流できて
、

よかった。
校友と久しぶりに会える。
新たな出会いもよい。



郵 便 は が き

85円切手を
貼ってお出し
ください。

1 0 4 8 4 3 5

東京都中央区築地3-15-1

築地本願寺気付

龍谷大学校友会
東京支部  行

2024年度校友会東京支部総会を開催しました。
７
月
６
日（
土
）、
築
地
本
願

寺
講
堂
で
、２
０
２
４（
令
和
６
）

年
度
龍
谷
大
学
校
友
会
東
京
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
、37
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
・
決
算
お
よ
び
会
計

監
査
報
告
、
事
業
計
画
と
案
に

つ
い
て
決
議
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
、支
部
長
、

監
事
は
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

丸
山
先
生
を
中
心
に
、
講

演
で
の
話
題
を
も
と
に
活
発

に
質
問
し
た
り
意
見
を
交
わ

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
初

参
加
の
方
を
囲
む
輪
も
で
き

て
い
て
、
情
報
交
換
を
し
た

り
、
現
在
の
生
活
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
り
の
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
情
報
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
は
、
副
学
長　

松

木
平
淳
太
先
生
、校
友
会
代

表　

芝
田
正
男
様
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
松
田　

信
一　
　
　
　

１
９
８
７
年
経
済
卒
）

丸
山
泰
弘
先
生

（
２
０
０
４
年
龍
大

法
学
部
卒
：
立
正
大
学

法
学
部
教
授
・
法
学
博

士
）に
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

裁
判
員
制
度
が

２
０
０
９
年
に
始
ま
っ

て
、裁
判
員
が
被
告
人

2005年法学部政治学科卒の赤澤岳人(あ
かざわたかと)さんが代表をつとめる㈱オー
バーオールズは、ビルや建物の外壁やオフィ
ス、会議室などの壁に絵を描く『オフィスアー
ト』事業などを展開しています。東京青山の
外苑前駅から徒歩1分、R246沿いにある大
谷翔平氏の壁画（現在は消去）がひと際目を
引くビル内のオフィスでお話を伺いました。

大学時代はアルバイトに夢中になり、典型
的なダメ学生だったと笑う赤澤氏。そんな中、

自身が参加した白石教授のゼミで、高校までの「教育」と大学で
学ぶ「学問」の違いを実感したといいます。「白石先生は、行政や
地方創生のスペシャリスト。自身が成し遂げたい未来を思い描
いて、それを学生に伝えたいという強い思いや考えがあって。本
当に大切なことを持っている大人っていう感じがしました」と、
当時を振り返り、その姿勢が今もひとつの指針になっていると話
します。

卒業後は古着屋の店長や人材派遣会社の営業を経て、2015
年にアーティストが集まるイベントで知り合った画家の山本勇
気氏と、後に会社を設立（2016年）。これまでに、東京、大阪、名
古屋、静岡など、多くの地域で作品を手掛け、人々の注目を集め
ています。

「会社設立前に、大阪の京橋で工場の壁に画を描くというプロ
ジェクトが立ち上がり、そこで歴代の社長や工場の成り立ちを聞
く機会があって。会社にはいろんな歴史とか物語とか思いがあ
るんだなということを知り、『企業理念を壁に描く』という現在の
オフィスアートの形になりました」と、顧客の思いや背景を反映
させる作品づくりの原点を語ります。

最後に、龍大の後輩たちに伝えたい“仕事をする上で大切に
していること”を聞きました。

「一つのことに集中し、継続して努力することですかね。現代
は情報が溢れ、選択肢が多い中で、目移りしてしまうことも多い
と思うけど、どんな仕事でも目の前のことに全力で取り組むこと
が大事だと思う。日々の仕事を丁寧にこなして、お客さんに安心
して任せようと思ってもらえることですね」

（滝澤　由美子　1990年文卒）

総
会
で
全
議
案

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
も
交
え
て
懇
親
会

講
演
会

「
裁
判
員
に
必
要
な〝
刑
罰
〞の
ハ
ナ
シ

〜
世
界
の
刑
務
所
か
ら
見
た
日
本
社
会
」

「企業理念を壁に描く」
赤澤　岳人さん（2005年法卒）
 （株）オーバーオールズ代表取締役

８
月
３
日
、築
地
本
願
寺
の
盆
踊
り

の
日
に
合
わ
せ
て
東
京
支
部
で
は
暑
気

払
い
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
デ
ィ
ス
ト
ホ
ー

ル
の
ロ
ビ
ー
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で

き
、猛
暑
の
中
で
も
涼
し
く
盆
踊
り
を

見
降
ろ
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
総
勢
23
名
の
参
加
で
、生
ビ
ー

ル
を
は
じ
め
、築
地
場
外
の
一
流
店
の
出
店
よ
り
買
い
出
し
た
お
い

し
い
お
つ
ま
み
で
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
近
江

牛
の
ス
テ
ー
キ
は
ひ
と
き
わ
で
、大
変
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
寺
は
精
進
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、築
地
本
願
寺
の
境

内
で
ス
テ
ー
キ
を
い
た
だ
け

る
と
は
、浄
土
真
宗
の
心
持

の
深
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
山
本　

浩
一　
　
　

　

１
９
８
９
経
営
卒
）

築
地
本
願
寺
の

盆
踊
り
で
暑
気
払
い

を
有
罪
か
無
罪
か
を
判
断
し
、終
身
刑
か
死
刑

か
を
含
め
て
、ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
も

判
断
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

人
が
刑
務
所
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か
、世
界
各

国
に
お
け
る
取
り
組
み
や
特
徴
の
話
も
あ
り
、

も
っ
と
聞
き
た
い
お
話
ば
か
り
で
し
た
。

会場 築地本願寺 第一伝道会館・振風道場
〒104-8435 　東京都中央区築地3-15-1
●東京メトロ 日比谷線「築地」駅 徒歩1分
　（出口1を上がって左へすぐ。出口2からは地上の陸橋
　または横断歩道ですぐ）
●東京メトロ 有楽町線「新富町」駅 徒歩5分
　（出口4から新大橋通りを進行方向・南西に進む）
●都営地下鉄 浅草線「東銀座」駅 徒歩5分
　（出口5から晴海通りを歌舞伎座方面・南東に進む）
●都営地下鉄 大江戸線「築地市場」駅 徒歩5分
　（出口A1から新大橋通りを築地場外市場方面・北東に進む）

築地
場外
市場

活躍
する

校友


